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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 無期限（2012年１月23日設定） 

運 用 方 針 

ターゲット・イヤー※を想定し、運用の時間経過と
ともに資産配分を変更することにより、投資信託
財産の中長期的な成長を図ることをめざして運用
を行います。 
※ターゲット・イヤーとは、個々人が想定するライフイベ
ント（退職など）の時期を意味し、当ファンドにおける
安定運用開始時期を指します。なお、原則として、ター
ゲット・イヤーの決算日の翌日を「安定運用開始時期」
とします。 

・ ターゲット・イヤーに向けて、安定性資産の投
資割合を高め、徐々に安定運用に移行します。 

・ ターゲット・イヤーまでの残存期間が長いほど、
値上がり益の獲得を重視した運用を行います。 

・ ターゲット・イヤーに接近するにしたがって、
収益性資産（株式等）への投資割合を徐々に減
らし、安定性資産（債券等）の比率を高めるこ
とでファンド全体のリスクを徐々に減らしてい
きます。 

・ 市場の変動により、投資対象ファンドの組入比
率が基本投資割合から乖離した場合は、３カ月
に１回基本投資割合へ戻す調整を行います。 

・ 基本投資割合の変更を、家計や市場の構造変化
等を考慮して、原則として年に１回行います。 

・投資対象とする資産クラスまたは投資スタイル
については、原則として５年に１回見直しを行
います。 

当ファンドの運用にあたっては、「モーニングスタ
ー・アセット・マネジメント株式会社」の投資助
言を受けます。 

主要運用対象 

主としてETF（上場投資信託）及び投資信託証券
への投資を通じて、国内株式、先進国株式、新興
国株式、オルタナティブ資産（ヘッジファンド、
コモディティ、リート（不動産投資信託））及び日
本債券及び世界の国債等、広範な各資産クラスへ
分散投資します。 
なお、投資対象とするETF及び投資信託証券は別
に定めるものとします。 
・ 株式や債券等の伝統的資産と値動きが異なる、

オルタナティブ資産もポートフォリオに組入れ
ることで、信託財産の安定的な収益獲得をめざ
します。 

・ 当ファンドが組入れる投資対象ファンドに対
し、為替ヘッジを行う場合があります。 
なお、当初はヘッジファンド及びコモディティ
を投資対象としているETFに対し、為替ヘッジ
を行う方針です。ただし、資金動向、市場動向
等により、委託会社が適切と判断した場合には
為替ヘッジを行う投資対象ファンドを変更する
場合があります。 

組 入 制 限 
投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 
株式への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

年１回決算時に分配方針に基づき分配を行いま
す。繰越分を含めた経費控除後の利子・配当収入
等と売買益等（評価益を含みます）から、収益分
配方針に基づいて分配します。ただし、分配対象
額が少額の場合は、分配を行わないことがあります。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 
第11期 

（決算日：2022年９月14日） 

 

セレブライフ・ 

ストーリー2055 
 

追加型投信／内外／資産複合 

 

 

 

受益者のみなさまへ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「セレブライフ・ストーリー2055」は、

2022年９月14日に第11期決算を行いました。 
ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願

い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社 

東京都港区六本木１－６－１ 

お問い合わせ先 

電話番号 03-6229-0097 

受付時間：営業日の９：00～17：00 

 

 

 ホームページから、ファンドの商品概要、 

レポート等をご覧いただけます。 

http://www.sbiam.co.jp/ 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 

基  準  価  額 
投資信託証券 
組 入 比 率 

純資産 
総 額 （分配落） 

税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

７期(2018年９月14日) 16,271 0 △ 0.1 97.1 524 

８期(2019年９月17日) 16,767 0 3.0 96.1 619 

９期(2020年９月14日) 17,558 0 4.7 97.4 718 

10期(2021年９月14日) 19,843 0 13.0 97.4 907 

11期(2022年９月14日) 20,340 0 2.5 98.0 1,103 

（注）当ファンドにはベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、ベンチマーク、参考指数を特定しておりません。 

 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年 月 日 
基  準  価  額 投資信託証券 

組 入 比 率  騰 落 率 

（期   首） 円 ％ ％ 

2021年９月14日 19,843 － 97.4 

９月末 19,503 △ 1.7 97.0 

10月末 20,029 0.9 98.8 

11月末 19,628 △ 1.1 97.1 

12月末 20,010 0.8 98.2 

2022年１月末 19,467 △ 1.9 97.6 

２月末 19,477 △ 1.8 82.2 

３月末 20,346 2.5 83.7 

４月末 20,092 1.3 99.8 

５月末 19,997 0.8 99.8 

６月末 19,895 0.3 97.1 

７月末 20,083 1.2 98.4 

８月末 20,082 1.2 98.5 

（期   末）    

2022年９月14日 20,340 2.5 98.0 

（注１）騰落率は期首比です。 
（注２） 当ファンドにはベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、ベンチマーク、参考指数を特定しておりません。   
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2021年９月15日から2022年９月14日まで） 
 

○基準価額等の推移 
 

 

期 首： 19,843円  
期 末： 20,340円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率： 2.5％  

 
（注１） 当ファンドでは、ベンチマークを採用しておりません。また、適当な参考指数もないため当ファンドのみ表記しております。 
（注２） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載しておりません。 
 
 

○基準価額の主な変動要因 
 

上昇要因 

・ 米国が金融政策を転換し金利上昇局面に移行したこと、そのような環境下日本が金融緩和策を維持し、金融政

策の方向性の違いから円安ドル高が進みました。また、米ドル以外の先進国に対しても円安傾向となりました。

これは、円建ての基準価額の上昇要因となりました。 

 

下落要因 

・ 米国が金融政策を転換し金利上昇局面に移行したことから、株価水準の見直しが進みました。また、インフレ

上昇の弊害、利上げによる景気への悪影響が懸念され株価の押し下げ要因となりました。これが、基準価額の

下落要因となりました。 

・ FRB（米連邦準備制度理事会）をはじめとして各国中銀が金融引き締めを進める中、金利が上昇し債券価格は低

下しました。これが、基準価額の下落要因となりました。 

・ 金は、FRBがインフレ抑制のため金融引き締めを行うとの見方から、インフレ上昇と金利上昇観測が結びつく傾

向が強く、米金利上昇によるドル高もあり当期下落しました。これが、基準価額の下落要因となりました。   
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○投資環境 
 
【株式】 
 
（国内） 

当期の日本株市場は、欧米との比較において新型コロナウイルス大流行からの経済再開が遅れたこと、日銀が

他の先進国に逆行して金融緩和政策を強固に維持したこと、米国の利上げと米金利上昇に伴う円安によるプラス

効果への期待、などから独特な動きとなりました。期初、３月頃まで、様々なリスク材料が続出し悪材料となり

ました。９月は菅政権末期の政局を反映し軟調となりました。10月に岸田政権が発足し、衆院選での自民党の大

勝がプラスとなりました。一方、中国不動産大手恒大集団の経営危機、中国株価の低迷、金融引き締め期に移行

した欧米株価の変動、新型コロナウイルス感染再拡大、米国の金融引き締めの悪影響などが悪材料視されました。

2022年に入りウクライナをめぐる緊張も悪材料視され、３月にはロシアのウクライナ侵攻をめぐる原油価格高騰

の影響もあり、当期の安値水準を付けました。その後、米国の金融引き締めをめぐり米国株が軟調に推移する中、

日本株は、円安をプラス材料とし、他の市場に対する相対的な割安感を支援材料として、TOPIXで1,800から2,000

台でのレンジでの推移となりました。期末にかけて、米国株は米連邦準備制度理事会（FRB）の金融引き締め強化

を受けて下落しましたが、日本株は円安と新型コロナウイルス感染再拡大の緩和を受けてレンジを切り上げた動

きとなりました。 

 

（先進国） 

当期は、米国の動向を見ながら日本を除く先進国の株価は変動しました。期初、９月から12月頃までは、米連

邦準備制度理事会（FRB）が金融引き締めに積極的な姿勢を強める中、金利上昇と景気への悪影響が懸念されまし

た。米長期金利はこの間ほぼ横ばいに推移しました。一方、新型コロナウイルス感染再拡大の鎮静化による経済

活動再開の力は強く、企業業績の拡大が続きました。このような環境下、市場は上昇し米国のS&P500指数で見て

12月末にかけて当期の高値水準を付けました。12月以降、FRBが金融引き締め策を強化したり、３月、５月、６月

と連続して利上げを行う中、６月頃まで下落基調で推移し、６月に当期の安値水準を付けました。７月にも利上

げが繰り返されました。しかしながら、欧米景気の悪化への懸念や、FRBのパウエル議長が、データ次第としなが

らも金融緩和の可能性を示唆したことなどから、金融引き締めへの懸念が後退し一時的に上昇しました。その後、

８月に入り、後半にかけて、パウエル議長がインフレ抑制に向けて利上げ継続姿勢を強調し、米金利が上昇した

ことを受けて、下落に転じました。９月に入り、堅調な雇用統計や米消費者物価指数（CPI）が高止まりを示した

ことから同月後半開催予定の米公開市場委員会（FOMC）での大幅利上げ予想が強まり続落しました。市場が軟化

するなか、当期を終えました。 

 

（新興国） 

当期、世界的に株式市場は調整局面にありました。新興国市場も2022年７月半ば頃まで下落傾向となり、７月

以降小康状態が続いております。期初、ワクチン接種拡大による行動制限緩和、経済再開が株価への好材料とな

るなか、新型コロナウイルス感染拡大の波が大きな悪材料となり、もみ合い傾向が続きました。こうした環境下、

新興国株式市場のなかでウェイトの大きな中国市場において、恒大集団の経営危機と中国不動産市場の破綻懸念

や中国政府の民間企業への規制強化などが発生し、懸念材料となりました。先進国市場では９月に米連邦準備制
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度理事会（FRB）によりテーパリング開始（量的緩和縮小）が示唆されて以来11月のテーパリング開始、３月利上

げ開始、６月QT（量的引き締め）開始と米国の金融引き締めが加速するなか、各国中銀の金融引き締めにより株式

市場は調整し多くの市場が弱気相場入りしました。新興国も例外ではなく、金融引き締め傾向が強まりました。

背景としては、世界的なコロナ禍からの回復とコロナ禍で取られた金融緩和策からの正常化の流れ、コロナ禍に

よるサプライチェーンの混乱や経済活動再開による景気回復に伴うインフレ上昇があります。こういった趨勢に

加えて、２月半ばから３月にかけてロシアのウクライナ侵攻時の緊張や対ロ制裁による商品市況悪化、地政学リ

スク拡大も大きく悪材料となりました。こうしたなか、安値水準で当期を終えました。 

 

＜組入投資信託証券の推移：株式＞ 
 

  
  

  
出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。   
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出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。 
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【債券】 
 
（国内） 

期初、10年国債で0.05％の水準で始まりました。その後、岸田新内閣の財政支出増加予想から0.1％程度に上昇

しましたが、オミクロン株による新型コロナウイルス感染再拡大への懸念などから12月半ば頃には0.05％台へ戻

しました。12月半ば頃から、米国のテーパリング加速との見方などから、新型コロナウイルス感染からの行動制

限の緩和や経済再開が相対的に遅れた日本国債が売られる状況となりました。２月上旬頃までに0.2％～0.25％の

水準に上昇しました。その後、ロシアのウクライナ侵攻により地政学リスクが強く意識されたことからリスク回

避の売りが入ったことから３月初旬にかけて一時的に0.15％近辺に下げましたが、米連邦準備制度理事会（FRB）

が利上げを開始したことから再び債券利回りは上昇しました。その後、FRBが連続利上げを実施し、QT（量的引

き締め）を開始するなど金融引き締めを積極化しました。しかしながら、日本は、金融緩和を堅持し、0.25％を

上限とするイールドカーブコントロールを、指値オペ（日銀が市場から国債を買い入れる際に、あらかじめ指定

した利回りで、無制限に国債を買い入れること）で続けました。７月末から８月上旬にかけて欧米景気後退懸念

から一時的に0.17％近辺に下げましたが、欧米中銀が金融引き締めを強める中、0.25％近辺で当期を終えました。 

 

（先進国） 

期首、米10年国債利回りは1.3％近辺にあり、米連邦準備制度理事会（FRB）は雇用の回復とインフレ圧力を受

け、テーパリング（量的緩和の縮小）に動きました。2022年に入り、インフレ加速を受け、FRBが金融引き締めを

積極化するなか、米長期国債利回りが上昇基調（債券価格は低下傾向）となりました。その後、２月24日にロシ

アがウクライナへ侵攻すると、一時的にリスク回避から債券が買われましたが、債券利回りの上昇基調は変わり

ませんでした。３月の米公開市場委員会（FOMC）で利上げが開始されQT（量的引き締め）の開始が示唆されま

した。米10年国債利回りが３％台へ上昇するなど、債券市場は調整色をさらに強めました。また、長短金利の逆

転現象が見られるようになりました。さらに、５月のFOMCで0.5％利上げと６月からのQT開始が声明されると、

過度の引き締めが懸念され、高止まりを続けるインフレとともに、将来の景気後退への懸念も強まりました。

６月には、債券利回りの上昇基調が強まり3.5％に接近し当期の最高水準を付けました。７月には欧州中央銀行

（ECB）が利上げを開始しました。一方、８月初にかけて、10年債利回りはインフレの早期鎮静化や景気後退観

測などから一時的に低下しました。その後、FRBの強固な金融引き締め方針が確認されると、再び上昇し3.5％台

近辺で当期を終えました。また、日銀を除き主要な先進国中銀は金融引き締めへ転換しました。 

 

（新興国） 

当期、米ドル建て新興国債券市場は下落傾向となりました。背景として、米連邦準備制度理事会（FRB）がテー

パリング（量的緩和縮小）を示唆して金融緩和から金融引き締めへ転換し、利上げ、QT（量的引き締め）開始と

金融引き締めを強化したことが挙げられます。これにより、米ドル資金調達コストが上昇しました。また、コロ

ナ禍によるサプライチェーンの混乱や経済再開に伴う需要増により、インフレ圧力が高まりました。これにより、

新興国においても、多くの中銀が金融引き締めに転換し、景気悪化が懸念されました。商品市況の悪化により経

常収支や財政収支の悪化も懸念されました。さらに、欧米の景況感が悪化して一時的に米国国債利回りが低下し

た時期も見られましたが、新興国においては、世界景気の悪化による悪影響が懸念されました。このような環境

下、米国金融引き締めに伴って米長期国債利回りが上昇傾向となり、当期は1.3％程度から3.5％近辺へ上昇しま
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した。また、米国国債との信用スプレッド（米国国債との利回り格差）は、新興国市場の経済情勢の悪化を受け

て拡大しました。これらの要因の変化により、全体として債券利回りは上昇（債券価格は低下）しました。 

なお、２月のロシアのウクライナへの侵攻後ロシア国債が代表的な指数の構成銘柄から除外され、これらの指

数に連動したパフォーマンスをめざすETF（上場投信）の構成銘柄からも除外されております。 

 

＜組入投資信託証券の推移：債券＞ 

 

  
  

 

 

出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。 
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【オルタナティブ】 
 
（原油） 

期初、WTI原油先物価格で１バレル70ドル近辺で始まりました。米国でのハリケーンによる石油採掘施設の操

業停止、OPECプラスの増産拡大の延期、米シェールガス・リグの稼働数の減少などから80ドル台へ上昇しました。

11月は、新型コロナウイルスの変異株による感染再拡大、米原油在庫の増加などから60ドル台へ下落しました。

12月に入り、コロナ禍からの経済回復が多くの国で確認されたことなどから上昇に転じました。２月24日のロシ

アのウクライナ侵攻の後は、対ロシア制裁によるロシア産原油の輸入禁止なども懸念されるようになり、直後に

120ドル近辺に瞬間的に接近する場面もありましたが、景気減速懸念が強く反落しました。その後は中国での新型

コロナウイルス感染拡大と都市封鎖による景気への悪影響懸念、OPEC（石油輸出国機構）の産出量の調整をめぐ

る動向などの好悪材料が交錯し90ドル台中心の動きとなりました。５月後半には、EUがロシア産原油のEUの禁輸

合意、リビア、エクアドルなどの政情不安で供給不安となり、６月半ば頃まで120ドル近辺へ上昇しました。その

後は、金融引き締めに伴う米欧の景気減速への懸念、中国の新型コロナウイルス感染再拡大への懸念、など需要

見通しの下方修正を招きかねないニュースが相次ぎ80ドル台へ下げて引けました。 

 

（金） 

期初、１オンス1,800ドル近辺で始まりました。米連邦準備制度理事会（FRB）の量的緩和縮小（テーパリング）

観測から、将来的な金利上昇予想が生じ、上値の重い展開となりました。本来好材料となるインフレ上昇が見ら

れましたが、FRBがインフレ抑制のため金融引き締めを行うとの見方から、インフレ上昇と金利上昇観測が結びつ

く傾向が強く、弱材料となりました。11月に、米長期金利が一時的に低下したため金も買われましたが、2022年

１月頃まで1,800ドル近辺を中心とした推移となりました。１月から３月初旬まで２月のロシアのウクライナ侵攻

をめぐり緊張が高まる中、リスク回避の金買いと物価高止まりへの強い懸念から上昇し2,000ドル台前半を付けま

したが、その後、小康状態となり、地政学的リスクが後退したこと、FRBが利上げを開始したことなどから金は反

落しました。４月に一時的にインフレ懸念が強まり2,000ドル台後半を付けましたが、FRBの金融引き締め本格化

への懸念から反落しました。FRBが連続利上げを実施するなかドル高傾向が続き、金は続落し1,700ドルを割れま

した。７月末頃から８月半ばにかけて米欧景気悪化予想から金利が低下したため、一時的に1,800ドル台を付けま

したが続かず、再び反落しました。その後はFRBの金融引き締めが長期化するとの懸念も見られ米ドル金利上昇が

続く中、下落し1,700ドル近辺で終えました。 

 

（リート） 

当期は、米国REITは、米連邦準備制度理事会（FRB）が金融緩和から積極的な金融引き締めへ政策を転換する

なか、株式市場と同様の値動きとなり下落しました。REITは株式と比較してインフレへの耐性が高いとされます

が、高インフレとなったことや住宅市場が悪化したことが悪材料となりました。期初、９月から12月頃までは、

FRBが金融引き締めに積極的な姿勢を強める中、金利上昇と景気悪化が懸念されました。一方、新型コロナウイル

ス感染再拡大の鎮静化による経済活動再開により、業績の拡大が続きました。このような環境下、市場は上昇し

１月初旬にかけて当期の高値水準を付けました。12月以降、FRBが金融引き締め策を強化し、連続して利上げを行

う中、６月頃まで下落基調で推移し、６月に当期の安値水準を付けました。７月にかけて、欧米景気の悪化への

懸念や、FRBのパウエル議長が、データ次第としながらも金融緩和の可能性を示唆したことなどから、一時的に上
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昇しました。その後、８月に入り、後半にかけて、パウエル議長がインフレ抑制に向けて利上げ継続姿勢を強調

し、米金利が上昇したことを受けて、下落に転じました。９月に入り、堅調な雇用統計や米消費者物価指数（CPI）

が高止まりを示したことから同月後半開催予定の米公開市場委員会（FOMC）での大幅利上げ予想が強まり続落し、

市場が軟化するなか、当期を終えました。 

 

＜組入投資信託証券の推移：オルタナティブ＞ 
 

  
  

  
＊ アバディーン・スタンダード・フィジカル・ゴールド・シェアーズETF

から名称変更されました（2022年３月末）。 
 

出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。   
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【為替】 

当期、米ドル円相場は大きく円安に動きました。期初110円台で始まり、米景気の回復期待が強まるなか米長期

金利の上昇が見られ、米連邦準備制度理事会（FRB）のテーパリング（量的緩和の縮小）観測が強まりました。12月

には、FRBのテーパリング加速や利上げ開始予想を受けて長期金利上昇圧力が強まりました。一方、米国のオミク

ロン株による新型コロナウイルスの感染再拡大期（１月にピークを付けたものの高止まり）やウクライナ情勢の

緊迫化などによる世界的なリスク回避の動きが見られました。そのため、米長期金利の上昇、米ドル強含みにか

かわらず、米ドル相場は概ね横ばいで推移しました。２月24日のロシアのウクライナ侵攻後、米ドルは、リスク

回避の動きや、米金利上昇などが交錯し、もみ合いました。しかしながら、３月下旬から、FRBの利上げ開始を受

けて、金融引き締めが加速されるとの見方が強まる中、金融緩和を堅持する日銀との金融政策の方向性の違いが

意識され大幅に上昇しました。利上げに加えQT（量的引き締め）開始など実施するFRBと日銀の違いが改めて意

識され、米ドルは対円で一段と上昇し、５月には、130円台に達しました。その後も0.75％の大幅利上げを３回連

続で実施するなど金融引き締めを積極化するFRBの動きを受けてドル高円安傾向が続き、145円目前で期末を迎え

ました。米ドル以外の主要通貨については、米国が金融引き締めを積極的に進める中、対米ドルで弱含みとなり、

対円では強含み傾向となりました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 

 

 

  国内株式 先進国大型株式 新興国株式  

  先進国・新興国小型株式 国内債券 先進国債券  

  新興国債券 ヘッジファンド コモディティ  

  リート   

 
 
モーニングスター・アセット・マネジメントの投資

助言に基づいた基本投資割合に従い、国内及び海外の

ETF（上場投資信託）及び投資信託証券への投資を行

い、投資比率の合計は、おおむね95％以上の高位を保

ちました。また、ヘッジファンド及びコモディティを

投資対象としているETFに対し、為替ヘッジを行いま

した。 

 
（注） 各資産の詳細につきましては、20ページ以降の<ご参考>組入投

資信託証券の概要をご覧下さい。 
 

 
 

 

為替ヘッジの状況 

年 月 日 ①外貨建資産 ②為替ヘッジ 通貨エクスポージャー（①－②） 通貨 

(期首)2021年９月14日 63.0％ 23.1％ 39.9％ 米ドル 

９月末 62.7％ 23.7％ 39.0％ 米ドル 

10月末 64.8％ 24.1％ 40.7％ 米ドル 

11月末 63.4％ 24.2％ 39.2％ 米ドル 

12月末 65.4％ 19.3％ 46.0％ 米ドル 

2022年１月末 64.9％ 19.8％ 45.1％ 米ドル 

２月末 50.5％ 19.5％ 31.0％ 米ドル 

３月末 51.1％ 19.3％ 31.7％ 米ドル 

４月末 66.5％ 20.8％ 45.7％ 米ドル 

５月末 66.4％ 20.0％ 46.3％ 米ドル 

６月末 64.0％ 20.4％ 43.6％ 米ドル 

７月末 64.3％ 18.6％ 45.7％ 米ドル 

８月末 64.8％ 19.1％ 45.7％ 米ドル 

(期末)2022年９月14日 65.0％ 19.5％ 45.5％ 米ドル 

（注１） 純資産総額に対する比率です（為替ヘッジ比率は純資産総額に対する予約外貨評価額の比率です。）。 
（注２） 通貨エクスポージャーとは、外貨建資産のうち、為替変動のリスクを受ける割合のことを指します。 

 
  

各資産の組入比率の推移(月末値)
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

(％)

21/9/14
(期首)

9月 9/14
(期末)

10月 12月 2月 3月 4月 5月 6月11月 22/1月 7月 8月



 

- 12 - 

全体版 
 

Filename： 01_w16_セレブライフストーリー2055_2209 

LastSave:10/21/2022 3:29:00 PM LastPrint：10/21/2022 3:29:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下 48.52 左右 13.99)

 (裁ち落としサイズ：上下 45.52 左右 10.99)

 
【当期の投資割合】 

  

 
 
 

【当期末の組入投資信託証券の状況】 
 

投 資 対 象 投 資 信 託 証 券 の 名 称 通 貨 
当期の 
騰落率 

組入比率 

国 内 株 式 iシェアーズ・コア TOPIX ETF 円 －8.0％ 10.6％ 

先 進 国 大 型 株 式 シュワブU.S.ラージキャップETF 米ドル －13.0％ 6.4％ 

先 進 国 株 式 バンガード・FTSE・ヨーロッパETF 米ドル －25.5％ 2.2％ 

先 進 国 株 式 バンガード・FTSE ディベロップド・アジア・パシフィック（除く日本）・UCITS ETF 米ドル －23.3％ 0.4％ 

新 興 国 株 式 SPDR ポートフォリオ 新興国株式 ETF 米ドル －22.5％ 14.6％ 

先 進 国 小 型 株 式 バンガード・スモールキャップETF 米ドル －14.2％ 2.4％ 

先進国・新興国小型株式 バンガード・FTSE・オールワールド（除く米国）スモールキャップETF 米ドル －26.0％ 1.6％ 

国 内 債 券 MUAM 日本債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 円 －3.0％ 8.6％ 

先 進 国 債 券 MUAM 外国債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 円 4.4％ 13.7％ 

新 興 国 債 券 バンガード・米ドル建て新興国政府債券ETF 米ドル －24.1％ 14.8％ 

ヘ ッ ジ フ ァ ン ド ★ IQ ヘッジ マルチストラテジー トラッカーETF 米ドル －10.2％ 3.0％ 

コ モ デ ィ テ ィ ★ インベスコ・ブルームバーグ・コモディティ UCITS ETF 米ドル 23.4％ 2.9％ 

コ モ デ ィ テ ィ ★ abrdnフィジカル・ゴールド・シェアーズ ETF＊ 米ドル －6.1％ 13.9％ 

先 進 国 リ ー ト シュワブU.S.リートETF 米ドル －11.4％ 3.0％ 

★ ヘッジファンドとコモディティを投資対象としているETFに対し、為替ヘッジを高位に行います。 
＊ アバディーン・スタンダード・フィジカル・ゴールド・シェアーズETFから名称変更されました（2022年３月末）。 
（注１）組入比率は純資産総額に対する比率です。 
（注２）各比率の合計が四捨五入の関係で投資信託証券（組入資産の状況）の比率と一致しないことがあります。 
（注３）バンガード・スモールキャップETFは先進国小型株式のみの組入れです。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

当ファンドにはベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、ベンチマーク、参考指数

を特定しておりません。 
 

○分配金 
 

当期は基準価額水準等を勘案し、収益分配は見送らせていただきました。 

なお、分配金にあてず信託財産内に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。 
 

 分配原資の内訳 
 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項     目 
第11期    

2021年９月15日～ 
2022年９月14日    

当期分配金 －    
（対基準価額比率） －％    
 当期の収益 －    
 当期の収益以外 －    
翌期繰越分配対象額 10,340    

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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○今後の運用方針 
 

ETF（上場投資信託）及び投資信託証券への投資を通じて、株式（国内、先進国大型、新興国大型、先進国小

型、新興国小型）、債券（国内、先進国、新興国）、オルタナティブ資産（ヘッジファンド、コモディティ、リー

ト）の資産に分散投資を行います。 

株式や債券等の伝統的資産と値動きが異なるオルタナティブ資産もポートフォリオに組入れることで、信託財

産の安定的な収益獲得をめざします。また、引き続き、ヘッジファンド及びコモディティを投資対象としている

ETFに対し、為替ヘッジを行います。なお、家計や市場の構造変化などを考慮し、モーニングスター・アセット・

マネジメントの投資助言を受け年１回基本投資割合の変更を行います。 

 
【今後の基本投資割合計画】 

 

    
 

 

   

 
（注）資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができないことがあります。 
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○１万口当たりの費用明細 （2021年９月15日～2022年９月14日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 96 0.484 (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 (投 信 会 社) (   44) (0.220) 委託した資金の運用の対価 

 (販 売 会 社) (   44) (0.220) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価 

 (受 託 会 社) (    9) (0.044) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) 売買委託手数料 8 0.039 (b) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権

口数 

 (投資信託証券) (    8) (0.039) ※ 売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支

払う手数料 

(c) 有価証券取引税 0 0.000 (c) 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権

口数 

 (投資信託証券) (    0) (0.000) ※ 有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関

する税金 

(d) そ の 他 費 用 10 0.051 (d) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 (保 管 費 用) (    6) (0.028) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管

及び資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 (監 査 費 用) (    4) (0.022) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 (そ  の  他) (    0) (0.001) 信託事務の処理等に要するその他費用 

合   計 114 0.574  

期中の平均基準価額は、19,884円です。  

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３）項目ごとに円未満は四捨五入しております。 
（注４）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」
に表示しております。 

（注５）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

  



 

- 16 - 

全体版 
 

Filename： 01_w16_セレブライフストーリー2055_2209 

LastSave:10/24/2022 4:34:00 PM LastPrint：10/24/2022 4:34:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下 48.52 左右 13.99)

 (裁ち落としサイズ：上下 45.52 左右 10.99)

 
（参考情報） 

○経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く） 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を

除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した経費率（年率）は0.68％

です。 

 

 

 

 

 （単位：％） 

経費率（①＋②） 0.68 

①当ファンドの費用の比率 0.53 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.15 

（注１） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２） ②の費用は、各月末の投資先ファンドの保有比率に当該投資先ファンドの運用管理比率を乗じて算出した概算値です。 
（注３） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注４） 各比率は、年率換算した値です。なお、四捨五入の関係により、合計が一致しない場合があります。 
（注５）投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。 
（注６） ①と②の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注７） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   

経費率 

0.68％ 

運用管理費用 

0.15％ 

運用管理費用 

（販売会社） 

0.22％ 

運用管理費用 
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0.04％ 

その他費用 

0.05％ 

投資先 

ファンド 

0.15％ 

当ファンド 
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運用管理費用 
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○売買及び取引の状況 （2021年９月15日～2022年９月14日）

 

 投資信託証券 
 

銘     柄 
買   付 売   付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国

内 

 口 千円 口 千円 

ＩＳＨＡＲＥＳ ＣＯＲＥ ＴＯＰＩＸ ＥＴＦ 18,780 36,909 1,876 3,700 

ＭＵＡＭ 外国債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 17,073,531 25,634 8,755,293 13,301 

ＭＵＡＭ 日本債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 15,043,453 18,435 7,525,823 9,387 

外

国 

ア

メ

リ

カ 

 口 千ドル 口 千ドル 

VANGUARD SMALL-CAP ETF 402 84 77 14 

VANGUARD FTSE EUROPE ETF 2,342 146 295 17 

SPDR PORTFOLIO S&P EMERGING MARKETS ETF 6,472 237 2,455 89 

IQ HEDGE MULTI-STRAT TRACKER 1,251 37 831 24 

SCHWAB US REIT ETF 2,980 112 497 11 

 (4,845) (－)   

VANGUARD FTSE ALL WORLD EX-US SMALL-CAP 544 66 60 6 

SCHWAB US LARGE-CAP ETF 4,415 382 802 38 

 (4,793) (－)   

VANGUARD FTSE ASIA PAC EX JP 779 21 67 1 

VANGUARD EMERGING MARKETS GOVERNMENT BOND ETF 19,352 1,292 16,942 1,217 

abrdn Physical Gold Shares ETF 9,034 157 22,273 393 

INVESCO BLOOMBERG COMMODITY 1,335 33 8,232 191 

（注１） 金額は受渡し代金。 
（注２） 単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
（注３） （ ）内は分割・償還による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 
 

○利害関係人との取引状況等 （2021年９月15日～2022年９月14日）

 

該当事項はありません。 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
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○組入資産の明細 （2022年９月14日現在）

 

 国内投資信託証券 
 

銘  柄  名 
当    期    末 

口 数 評 価 額 比 率 
 口 千円 ％ 
ＩＳＨＡＲＥＳ ＣＯＲＥ ＴＯＰＩＸ ＥＴＦ 59,118 117,230 10.6 
ＭＵＡＭ 外国債券インデックスファンド(適格機関投資家限定) 96,921,396 151,187 13.7 
ＭＵＡＭ 日本債券インデックスファンド(適格機関投資家限定) 78,351,687 95,001 8.6 

合     計 175,332,201 363,420 32.9 
（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注２）口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 

 外国投資信託証券 
 

銘  柄  名 

当    期    末 

口 数 
評  価  額 

比 率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

（アメリカ） 口 千ドル 千円 ％ 
VANGUARD SMALL-CAP ETF 959 182 26,316 2.4 
VANGUARD FTSE EUROPE ETF 3,193 164 23,732 2.2 
SPDR PORTFOLIO S&P EMERGING MARKETS ETF 33,070 1,117 161,506 14.6 
IQ HEDGE MULTI-STRAT TRACKER 7,875 227 32,804 3.0 
SCHWAB US REIT ETF 10,562 227 32,902 3.0 
VANGUARD FTSE ALL WORLD EX-US SMALL-CAP 1,165 119 17,299 1.6 
SCHWAB US LARGE-CAP ETF 10,489 489 70,700 6.4 
VANGUARD FTSE ASIA PAC EX JP 1,120 26 3,868 0.4 
VANGUARD EMERGING MARKETS GOVERNMENT BOND ETF 18,461 1,128 163,113 14.8 
abrdn Physical Gold Shares ETF 64,822 1,057 152,855 13.9 
INVESCO BLOOMBERG COMMODITY 8,870 224 32,452 2.9 

合     計 160,586 4,966 717,551 65.0 
（注１） 邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注２） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注３） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
○投資信託財産の構成 （2022年９月14日現在）

 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 
 千円 ％ 
投 資 信 託 受 益 証 券 1,080,971 96.8 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 35,500 3.2 
投 資 信 託 財 産 総 額 1,116,471 100.0 

（注１） 評価額の単位未満は切捨て。 
（注２）当期末における外貨建て純資産（718,758千円）の投資信託財産総額（1,116,471千円）に対する比率は64.4％です。 
（注３） 外貨建て資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、９月14日における邦貨換算

レートは、１ドル＝144.49円です。 
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○特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況（2022年９月14日現在）

 
項     目 当 期 末 

(Ａ) 資 産 1,324,138,646円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 33,844,546 

 投資信託受益証券(評価額) 1,080,971,908 

 未 収 入 金 207,666,804 

 未 収 配 当 金 1,655,388 

(Ｂ) 負 債 220,974,348 

 未 払 金 215,159,388 

 未 払 解 約 金 3,152,071 

 未 払 信 託 報 酬 2,552,791 

 そ の 他 未 払 費 用 110,098 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,103,164,298 

 元 本 542,357,330 

 次 期 繰 越 損 益 金 560,806,968 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 542,357,330口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 20,340円 

<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 
（貸借対照表関係） 
期首元本額 457,105,748円 
期中追加設定元本額 147,757,758円 
期中一部解約元本額 62,506,176円 

 

○損益の状況 (2021年９月15日～2022年９月14日)

 
項     目 当   期 

(Ａ) 配 当 等 収 益 15,891,141円 

 受 取 配 当 金 15,952,753 

 受 取 利 息 2,602 

 そ の 他 収 益 金 29 

 支 払 利 息 △        64,243 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 15,306,160 

 売 買 益 208,511,359 

 売 買 損 △   193,205,199 

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △     5,316,318 

(Ｄ) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) 25,880,983 

(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 134,446,062 

(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 400,479,923 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (     263,548,580) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (     136,931,343) 

(Ｇ)   計   ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ) 560,806,968 

(Ｈ) 収 益 分 配 金 0 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｇ ＋ Ｈ ) 560,806,968 

 追 加 信 託 差 損 益 金 400,479,923 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (     263,548,580) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (     136,931,343) 

 分 配 準 備 積 立 金 160,327,045 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４）計算期間末における費用控除後の配当等収益（13,183,009円）、
費用控除後の有価証券等損益額（12,697,974円）、信託約款
に規定する収益調整金（400,479,923円）および分配準備積
立金（134,446,062円）より分配対象収益は560,806,968円
（10,000口当たり10,340円）ですが、当期に分配した金額は
ありません。 
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<ご参考> 組入投資信託証券の概要 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

iシェアーズ・コア TOPIX ETF 国内株式 TOPIX（東証株価指数） 0.045％ BlackRock, Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

トヨタ自動車 3.9％   

ソニー 2.9％   

キーエンス 1.9％   

三菱ＵＦＪフィナンシャルＧ 1.7％   

日本電信電話 1.7％   

リクルートホールディングス 1.4％   

任天堂 1.4％   

ソフトバンクグループ 1.3％   

日立 1.3％   

武田薬品 1.2％   

出所：BlackRock, Inc.のデータを基に SBI アセットマネジメント株式会社が作成 
（注１）2022年７月31日時点の比率です。 
（注２）経費率は税抜の料率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

シュワブU.S.ラージキャップETF 先進国大型株式 
ダウジョーンズU.S.ラージ キャップ・トータル・
ストック・マーケット・インデックス 

0.03％ 
Charles Schwab 
& Co., Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位業種 比率 

Apple Inc. 6.2％ 情報技術 27.0％ 

Microsoft Corporation 5.6％ ヘルスケア 14.9％ 

Amazon.com, Inc. 2.7％ 金融 11.0％ 

Alphabet Inc. Class A 1.9％ 一般消費財・サービス 10.5％ 

Alphabet Inc. Class C 1.8％ コミュニケーション・サービス 8.6％ 

Tesla Inc 1.7％ 資本財・サービス 8.0％ 

Berkshire Hathaway Inc. Class B 1.4％ 生活必需品 6.7％ 

Unitedhealth Group Incorporated 1.4％ エネルギー 4.2％ 

Johnson & Johnson 1.4％ 不動産 3.3％ 

NVIDIA Corporation 1.1％ 公益事業 3.1％ 

出所：Charles Schwab & Co., Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注）2022年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・FTSE・ 
ヨーロッパETF 

先進国株式 
FTSE欧州先進国オールキャップ・ 
インデックス 

0.08％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位10カ国 比率 

Nestle SA 3.3％ 英国 26.2％ 

Roche Holding AG 2.5％ フランス 15.6％ 

AstraZeneca plc 2.1％ スイス 15.3％ 

Shell plc 2.0％ ドイツ 12.1％ 

ASML Holding NV 1.8％ オランダ 6.1％ 

Novartis AG 1.8％ スウェーデン 5.4％ 

Novo Nordisk A/S 1.7％ デンマーク 4.1％ 

LVMH Moet Hennessy Louis Vuitton SE 1.5％ イタリア 3.9％ 

HSBC Holdings plc 1.3％ スペイン 3.9％ 

TotalEnergies SE 1.3％ フィンランド 2.1％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注）2022年６月30日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・FTSE ディベロップド・アジア・ 
パシフィック（除く日本）・UCITS ETF 

先進国株式 
FTSE ディベロップド・アジア・ 
パシフィック（除く日本）インデックス 

0.15％ 
The Vanguard  
Group, Inc.  

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位10業種 比率 

Samsung Electronics Co. Ltd.  9.0％ 金融 27.7％ 

BHP Group Ltd. 4.7％ テクノロジー 15.2％ 

AIA Group Ltd.  4.2％ 素材 11.5％ 

Commonwealth Bank of Australia  4.2％ 資本財・サービス 10.1％ 

CSL Ltd. 3.4％ 一般消費財 8.8％ 

National Australia Bank Ltd. 2.4％ 不動産 8.0％ 

Hong Kong Exchanges & Clearing Ltd. 2.0％ ヘルスケア 6.8％ 

Westpac Banking Corp.  1.8％ 生活必需品 4.2％ 

Australia & New Zealand Banking Group Ltd.  1.7％  エネルギー 3.6％ 

Macquarie Group Ltd.  1.5％  公益事業 2.5％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.及びBloombergのデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注）2022年７月31日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

SPDR ポートフォリオ  
新興国株式 ETF 

新興国株式 S&PエマージングBMI指数 0.11％ 
State Street  
Global Advisors 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

 

組入上位10カ国・地域 比率 

Taiwan Semiconductor Manufacturing Co. Ltd. 4.3％ 中国 31.8％ 

Tencent Holdings Ltd. 3.9％ 台湾 16.5％ 

Alibaba Group Holding Ltd. Sponsored ADR 3.0％ インド 16.3％ 

Reliance Industries Limited Sponsored GDR 144A 1.6％ 香港 5.7％ 

Meituan Class B 1.4％ ブラジル 5.4％ 

Infosys Limited Sponsored ADR 1.0％ サウジアラビア 4.1％ 

China Construction Bank Corporation Class H 1.0％ 南アフリカ 4.0％ 

JD.com Inc. Sponsored ADR Class A 0.9％ メキシコ 2.4％ 

Housing Development Finance Corporation Limited 0.8％  タイ 2.2％ 

Vale S.A. Sponsored ADR 0.8％  インドネシア 2.2％ 

出所：State Street Global Advisors のデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注）2022年６月30日時点の比率です。 

 
投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・スモールキャップETF 先進国小型株式 CRSP USスモールキャップ・インデックス 0.05％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位10業種 比率 

Quanta Services Inc. 0.4％ 資本財・サービス 19.6％ 

Molina Healthcare Inc. 0.4％ 金融 15.3％ 

Atmos Energy Corp. 0.4％ 一般消費財・サービス 14.1％ 

LPL Financial Holdings Inc. 0.3％ テクノロジー 11.9％ 

IDEX Corp. 0.3％ ヘルスケア 11.5％ 

Bunge Ltd. 0.3％ 不動産 9.1％ 

Liberty Media Corp-Liberty Formula One 0.3％ エネルギー 5.4％ 

Targa Resources Corp. 0.3％ 素材 4.0％ 

Bio-Techne Corp. 0.3％ 公益事業 4.0％ 

Brown & Brown Inc. 0.3％ 生活必需品 3.5％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注）2022年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・FTSE・オールワールド 
（除く米国）スモールキャップETF 

先進国・ 
新興国小型株式 

FTSEグローバル・スモールキャップ 
（除く米国）インデックス 

0.07％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

 

組入上位10カ国・地域 比率 

Tourmaline Oil Corp. 0.6％ カナダ 16.8％ 

WSP Global Inc. 0.5％ 日本 13.3％ 

Emera Inc. 0.5％ 英国 9.8％ 

First Quantum Minerals Ltd. 0.4％ 台湾 7.6％ 

Open Text Corp. 0.4％ 中国 5.7％ 

Algonquin Power & Utilities Corp. 0.4％ オーストラリア 5.0％ 

Cameco Corp. 0.3％ インド 4.6％ 

ARC Resources Ltd. 0.3％ 韓国 4.1％ 

West Fraser Timber Co. Ltd. 0.3％  スウェーデン 3.7％ 

CAE Inc. 0.3％  ドイツ 3.1％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注）2022年６月30日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

MUAM 日本債券インデックス 
ファンド(適格機関投資家限定) 

国内債券 NOMURA-BPI総合インデックス 0.14％ 
三菱UFJ国際投信 
株式会社 

 

種類別組入比率 比率 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

国債 83.2％ 第144回利付国債（５年） 1.1％ 

地方債 5.9％ 第359回利付国債（10年） 1.1％ 

普通社債 5.7％ 第149回利付国債（５年） 1.0％ 

特殊債券（除く金融債） 4.6％ 第350回利付国債（10年） 1.0％ 

金融債 0.4％ 第364回利付国債（10年） 1.0％ 

  第365回利付国債（10年） 1.0％ 

  第345回利付国債（10年） 1.0％ 

  第137回利付国債（20年） 0.9％ 

   第150回利付国債（５年） 0.9％ 

   第138回利付国債（５年） 0.9％ 

出所：三菱UFJ国際投信株式会社のデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注１）2022年５月12日時点の比率です。 
（注２）経費率は税抜の料率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

MUAM 外国債券インデックス 
ファンド（適格機関投資家限定） 

先進国債券 
FTSE世界国債インデックス 
（除く日本、円換算ベース） 

0.19％ 
三菱UFJ国際投信 
株式会社 

 

組入上位10カ国 比率 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

米国 49.5％ 0.75 T-NOTE 260331 0.6％ 

フランス 8.6％ 2.75 T-NOTE 231115 0.6％ 

イタリア 8.2％ 1.25 T-NOTE 310815 0.5％ 

ドイツ 6.3％ 2.875 T-NOTE 280515 0.5％ 

スペイン 6.3％ 1.625 T-NOTE 310515 0.5％ 

英国 5.2％ 2 T-NOTE 240531 0.5％ 

ベルギー 2.0％ 2.875 T-NOTE 280815 0.5％ 

カナダ 2.0％ 0 SPAIN GOVT 240531 0.5％ 

オランダ 1.7％  0.875 T-NOTE 301115 0.5％ 

中国 1.6％  2.75 T-NOTE 280215 0.5％ 

出所：三菱UFJ国際投信株式会社のデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注１）2022年５月12日時点の比率です。 
（注２）経費率は税抜の料率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・米ドル建て 
新興国政府債券ETF 

新興国債券 
ブルームバーグ米ドル建て 
新興市場政府債RIC基準インデックス 

0.20％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位10カ国 比率 

 

組入上位10銘柄 比率 

メキシコ 9.7％ カタール国債（国際） 0.7％ 

サウジアラビア 9.4％ カタール国債（国際） 0.7％ 

インドネシア 7.4％ Saudi Government Internation 0.6％ 

アラブ首長国連邦 6.9％ 中国工商銀行 0.6％ 

トルコ 6.2％ メキシコ石油公社（ペメックス） 0.6％ 

カタール 5.5％ メキシコ石油公社（ペメックス） 0.6％ 

中国 5.3％ Saudi Government Internation 0.5％ 

ブラジル 3.6％ Saudi Government Internation 0.5％ 

コロンビア 3.3％ カタール国債（国際） 0.5％ 

フィリピン 3.3％ アルゼンチン共和国 0.5％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.及びBloombergのデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注）2022年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

IQ ヘッジ マルチストラテジー 
トラッカーETF 

ヘッジファンド IQ ヘッジ マルチストラテジー インデックス 0.81％ IndexIQ Advisors LLC 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

Vanguard S/T Corp. Bond ETF 12.6％   

Iq Ultra Short Duration ETF 10.9％   

SPDR Blackstone / Gso Senior Loan ETF 7.8％   

SPDR Bloomberg Convertible Securities ETF 7.4％   

iShares 1-5 Year Investment Grade Corporate Bond ETF 6.6％   

Invesco Senior Loan ETF 4.0％   

iShares Floating Rate Bond ETF 4.0％   

iShares Convertible Bond ETF 3.6％   

iShares 3-7 Year Treasury Bond ETF 3.0％   

Vanguard FTSE Developed Markets 2.9％   

出所：IndexIQ Advisors LLCのデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注）2022年６月30日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

インベスコ・ブルームバーグ・コモディティ  
UCITS ETF 

コモディティ ブルームバーグ商品指数トータルリターン 0.19％ 
Invesco Investment 
Management Ltd. 

出所：Invesco Investment Management Ltd. のデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
なお、比率については連動する指数の構成比率を記載しています。 

（注）2022年７月31日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

abrdnフィジカル・ 
ゴールド・シェアーズETF 

コモディティ 現物の金地金の取引価格 0.17％ 
Aberdeen Standard 
Investments 

出所：Aberdeen Standard Investmentsのデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注）2022年６月30日時点のデータです。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

シュワブU.S.リートETF 先進国リート 
ダウジョーンズ エクイティ  
オールREIT キャップド インデックス 

0.07％ 
Charles Schwab 
& Co., Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

American Tower Corporation 9.1％   

Prologis Incorporated 6.7％   

Crown Castle International Corp 5.6％   

Equinix, Inc. 4.6％   

Public Storage 3.7％   

Realty Income Corporation 3.2％   

Welltower Inc 2.9％   

Digital Realty Trust, Inc. 2.8％   

SBA Communications Corp. Class A 2.7％   

Simon Property Group, Inc. 2.4％    

出所：Charles Schwab & Co., Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメント株式会社が作成 
（注）2022年６月30日時点の比率です。 

 
 

上記投資対象ファンドは、第 11 期期末時点のものです。将来の市場構造等の変化によっては、投資対象とする

資産またはスタイルを見直す場合があります。 

 




